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ナショナルバイオリソースプロジェクト（NBRP）は、ライフサイエンスの推進を
図る観点から、国が戦略的に整備することが重要な実験動植物や微生物等の
バイオリソース（研究開発の材料としての動物・植物・微生物の系統・集団・組織・
細胞・遺伝子材料等及びそれらの情報）について、体系的に収集・保存・提供等の体
制整備を行う文科省のプロジェクトで、2002年に開始され今年で20年目を迎えた。
2022年から新たにNBRP第5期がスタートするが、第6期科学技術基本計画（2021～
2026年度）においても、「データ駆動型研究の基盤となるゲノム・データをはじめと
した情報基盤や生物遺伝資源等の戦略的・体系的な整備を推進する」とされており、
リソースDB(データベース）の拡充は必須である。
これまで、NBRP情報センターでは、全国のリソース機関と連携のもと、バイオリソー
スDB並びにWebサイトを構築を行ってきたが、DBを高度化しさらに利用の促進を図
るためには、自身のDBの外部にある生命科学のあらゆる情報を組み合わせる必要があ
る。そのため、今回、BRSO（Biological Resource Schema Ontology) を中心に各
種オントロジーを用いて、藻類リソース情報についてRDFデータ化に取り組んだ。
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NBRP藻類は、代表機関の国立環境研究所（NIES）が微細藻類の収集・保存・提供を担当し、分担機関で
ある神戸大学（KU-MACC）が大型海藻の収集・保存・提供を、北海道大学が藻類リソースのバックアッ
プをそれぞれ担当している。ゲノム解析株やモデル生物候補株等の新たな重要株の収集や、リソースの
付加価値向上のため、保存株の形態情報や有用色素・有用脂肪酸情報等の整備、並びにシアノバクテリア
や有用物質産生株・高頻度利用株などのゲノム情報の整備を行い、世界最高水準の藻類リソースを提供し
ている。環境研微細藻類3020株、神戸大大型海藻類1118株の情報が公開されている(2021年8月)。

NBRP情報センター
藻類統合サイト

国立環境研
微細藻類サイト

神戸大学
大型海藻類サイト
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藻類リソース情報について各種オントロジーを用いてRDFデータ化に取り組み、それらのデータについて
SPARQLエンドポイントで公開した（https://lod.nbrp.jp/algae/sparql）。また同時に、RDFデータのみ
を使用した検索・閲覧機能を備えたWebサイト（左図）を開発中である。このサイトは、高速なレスポン
スやセキュリティリスクの低下を図るため静的サイトジェネレータにより構築され、APIを介してRDFデー
タを利用している。これをひな形にNBRPの他リソースのRDF化と共通化統合化を進めていく計画である

開発中のRDFを使用したWEB SITE

藻類RDFスキーマの一部
BRSOの他MCCVやmeoを利

用

クエリ例


